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支　出 （単位：千円）


収　入 （単位：千円）


収 入


支 出


介護保険等
収入 47.1%
介護保険等
収入 47.1%


補助金収入
26.9%


会費収入 8.0%


居宅介護等
事業 43.1%


共同募金
配分金収入 4.8%


受託金収入 4.5%


貸付事業償還金 0.9%
繰入金収入 2.1%


寄付金その他 3.1% 前期末支払
資金残高 2.6%


居宅介護
支援事業 8.0%


法人運営事業
24.9%


ふれあいのまちづくり
推進事業 8.2%


共同募金
配分金事業 6.6%


資金貸付事業 2.1%


地域福祉サービス
センター事業 1.3%


ボランティアセンター
活動事業 1.8%


基金運営事業
他 2.2%


日常生活自立
支援事業 1.4%


県社協・一宮市
受託事業 0.4%


平成25年度 一般会計予算額
670,618,000円


介 護 保 険 等 315,375


補 助 金 180,008


会 費 53,610


共 同 募 金 配 分 金 32,174


受 託 金 30,313


繰 入 金 14,364


貸 付 事 業 償 還 金 6,200


寄 付 金 そ の 他 20,949


前 期 末 支 払 資 金 残 高 17,625


　 合 計 　 670,618


居 宅 介 護 等 事 業 289,118 


法 人 運 営 事 業 166,988 


ふれあいのまちづくり推進事業 55,201 


居 宅 介 護 支 援 事 業 53,731 


共 同 募 金 配 分 金 事 業 44,232 


資 金 貸 付 事 業 14,009 


ボランティアセンター活動事業 11,801 


日 常 生 活 自 立 支 援 事 業 9,574 


地域福祉サービスセンター事業 8,655 


県社協・一宮市受託事業 2,859 


基 金 運 営 事 業 他 14,450 


　 合 計 　 670,618 


１
．
支
会
事
業
の
充
実
と
法
人


運
営
の
安
定
化
基
盤
の
確
立
を


図
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護


者
支
援
の
観
点
か
ら
支
会
に
メ


ニ
ュ
ー
事
業
助
成
を
行
い
、
支


会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。


２
．
被
災
地
支
援
交
流
事
業
と


し
て
、
本
市
在
住
の
小
学
生
が


親
子
で
岩
手
県
大
船
渡
市
を
訪


問
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ


ィ
ア
活
動
を
通
し
て
現
地
の
小


学
生
と
交
流
を
図
る
。


３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助


事
業
で
は
、
利
用
者
の
増
加
に


伴
い
処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増


加
傾
向
に
あ
り
、
職
員
の
専
門


性
の
一
層
の
向
上
に
努
め
、
福


祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
充
実
を
図


る
。


４
．
地
域
福
祉
の
主
要
な
担
い


手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン


テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
推
進


に
努
め
る
。
特
に
、
地
域
で
開


催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・


い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
活
性
化


す
る
た
め
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー


シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
、
サ
ロ


ン
活
動
の
一
層
の
普
及
を
図


る
。


５
．
介
護
保
険
事
業
及
び
障
害


福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い


て
、
引
き
続
き
特
定
事
業
所
加


算
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図


り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス


の
提
供
に
努
め
る
。


６
．
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご


家
族
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ


る
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ


ー
」
の
相
談
体
制
を
拡
充
し
、


一
宮
市
に
お
い
て
平
成
25
年
度


に
設
置
さ
れ
る
「
基
幹
相
談
支


援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
を
図
り


な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に


き
め
細
か
く
対
応
す
る
。
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我
が
国
の
景
気
動
向
は
回
復


傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま


す
が
、
住
民
が
生
活
に
豊
か
さ
を


感
じ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら


ず
、
生
活
環
境
は
ま
だ
ま
だ
厳
し


い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
、
地


域
社
会
に
お
い
て
は
、
人
々
の
生


活
様
式
の
変
化
や
単
身
世
帯
の


増
加
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の


希
薄
化
等
に
よ
り
、
孤
独
死
の
増


加
な
ど
無
縁
社
会
の
問
題
も
顕


在
化
し
て
き
て
お
り
、
家
庭
や
地


域
で
支
え
あ
う
福
祉
シ
ス
テ
ム


の
構
築
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る


と
こ
ろ
で
す
。


こ
う
し
た
中
、
地
域
福
祉
推


進
の
中
核
的
な
機
関
で
あ
る
社


会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
ま
す


ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ


の
た
め
、
行
政
を
は
じ
め
関
係
機


関
、
民
間
諸
団
体
等
と
一
層
連
携


を
強
め
、
き
め
細
か
な
地
域
福
祉


活
動
の
推
進
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク


づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
が
健
康


で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社


会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん


で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


こ
の
よ
う
な
考
え
を
基
に
、
地
域


住
民
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に


対
応
し
、
信
頼
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス


の
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。


地
域
福
祉
事
業
に
つ
き
ま
し


て
は
、
支
会
間
の
情
報
交
換
や
調


査
研
究
を
深
め
、
支
会
活
動
の
充


実
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ


ィ
ア
交
流
会
や
各
種
講
座
を
開


催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー


事
業
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り


ま
す
。


日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に


つ
き
ま
し
て
は
、
認
知
症
高
齢


者
、
知
的
･
精
神
障
害
者
等
判
断


能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
金
銭


管
理
や
書
類
等
の
預
か
り
サ
ー


ビ
ス
の
周
知
に
努
め
、
制
度
の
積


極
的
な
活
用
促
進
を
図
り
ま
す
。


介
護
保
険
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ


ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成


24
年
度
に
介
護
報
酬
の
改
定
が


行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
す
ま


す
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す


が
、
引
き
続
き
「
特
定
事
業
所
加


算
」
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図


り
、
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
よ


り
経
営
の
安
定
を
図
り
な
が
ら
、


研
修
体
制
を
充
実
し
、
一
層
き
め


細
か
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
向
上


に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー


い
ち
の
み
や
」
に
つ
き
ま
し
て


は
、
３
年
目
を
迎
え
順
調
に
事
業


を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
一


宮
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会


や
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
障


害
者
と
そ
の
家
族
の
相
談
に
応


じ
問
題
解
決
に
取
り
組
む
と
と


も
に
、
併
せ
て
「
指
定
相
談
支
援


事
業
所
」
と
し
て
、
障
害
者
等
が


そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に


応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営


む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
サ
ー
ビ


ス
等
利
用
計
画
の
作
成
」、「
モ
ニ


タ
リ
ン
グ
の
実
施
」を
行
い
ま
す
。


平
成
24
年
11
月
に
尾
張
一
宮


駅
前
ビ
ル
に
総
務
課
部
門
が
移


転
し
ま
し
た
が
、
駅
と
い
う
利
便


性
を
活
か
し
、
社
会
福
祉
の
広
報


啓
発
や
情
報
の
発
信
源
と
な
り
、


「
市
民
に
身
近
な
社
協
」
を
目
指


す
と
と
も
に
、
市
民
の
安
心
を
支


え
る
「
相
談
支
援
」
や
「
心
配
ご


と
相
談
」
等
、
相
談
業
務
を
ま
す


ま
す
充
実
し
、
地
域
福
祉
の
増
進


を
目
指
し
た
諸
活
動
を
積
極
的


に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。


一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
２


年
が
経
過
し
、
被
災
地
に
お
け
る


福
祉
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
き


て
い
ま
す
。
現
状
に
お
い
て
も
、


依
然
と
し
て
被
災
地
域
外
か
ら


の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る


中
、
被
災
地
の
復
興
を
図
る
支
援


活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。


　
　
基
本
方
針


　
　
重
点
目
標


平
成
25
年
度


社
会
福
祉
法
人 


一
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会 


事
業
計
画


１
．
支
会
事
業
の
充
実
と
法
人


運
営
の
安
定
化
基
盤
の
確
立
を


図
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護


者
支
援
の
観
点
か
ら
支
会
に
メ


ニ
ュ
ー
事
業
助
成
を
行
い
、
支


会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。


２
．
被
災
地
支
援
交
流
事
業
と


し
て
、
本
市
在
住
の
小
学
生
が


親
子
で
岩
手
県
大
船
渡
市
を
訪


問
し
、
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ


ィ
ア
活
動
を
通
し
て
現
地
の
小


学
生
と
交
流
を
図
る
。


３
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助


事
業
で
は
、
利
用
者
の
増
加
に


伴
い
処
遇
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増


加
傾
向
に
あ
り
、
職
員
の
専
門


性
の
一
層
の
向
上
に
努
め
、
福


祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
充
実
を
図


る
。


４
．
地
域
福
祉
の
主
要
な
担
い


手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ボ
ラ
ン


テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
推
進


に
努
め
る
。
特
に
、
地
域
で
開


催
さ
れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・


い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
活
性
化


す
る
た
め
、
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー


シ
ョ
ン
講
座
を
開
催
し
、
サ
ロ


ン
活
動
の
一
層
の
普
及
を
図


る
。


５
．
介
護
保
険
事
業
及
び
障
害


福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い


て
、
引
き
続
き
特
定
事
業
所
加


算
の
と
れ
る
体
制
の
整
備
を
図


り
、
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス


の
提
供
に
努
め
る
。


６
．
障
害
の
あ
る
方
や
そ
の
ご


家
族
の
た
め
の
相
談
窓
口
で
あ


る
「
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ


ー
」
の
相
談
体
制
を
拡
充
し
、


一
宮
市
に
お
い
て
平
成
25
年
度


に
設
置
さ
れ
る
「
基
幹
相
談
支


援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
を
図
り


な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に


き
め
細
か
く
対
応
す
る
。
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4日(火)～ 手話奉仕員養成研修(入門)
9日(日) 障害者とボランティアのふれあいバスツアー
14日(金)～ 傾聴ボランティア養成講座
30日(日)～ 福祉七夕笹設置


7日(日) 障害者スポーツ大会
24日(水)～ 青少年福祉体験学習
24日(水)～ 夏休みこども手話教室
28日(日)・8月4日(日) 防災ボランティアコーディネーター養成講座
 


20日(火)～ 要約筆記ボランティア講習会
23日(金)～25日(日) こどもボランティアスクール


未定 視覚障害者パソコン教室


未定 100歳以上高齢者慰問
未定 ふれあい・いきいきサロンリーダー養成研修会
19日(土)・20日(日) 第25回みんなと一緒に“福祉とボランティア活動展”
26日(土)・27日(日) 尾西福祉団体作品展示即売会(びさいまつり)
17日（木）・24日（木）・
11月7日（木） 


家族介護者支援交流事業


22日(金) 一宮市社会福祉大会


15日(日) 西尾張ボランティアフェスティバル
～25日(水) 障害児者クリスマス慰問
～年末 ひとり暮らし高齢者歳末慰問


未定 福祉ボランティアレクリエーション講習会　☆新規☆


未定 善行児童・生徒表彰式
未定 ボランティア入門講座
2日(日) ボランティア交流会　☆新規☆
23日(日) 障害者とボランティアのふれあいボウリング大会


未定 視覚障害者ガイドヘルプ養成講座


※予定が変更となる場合もありますので、
　あらかじめご了承ください年間行事予定表年間行事予定表


募集終了募集終了
募集終了募集終了


6/3～参加者募集6/3～参加者募集


6/3～参加者募集6/3～参加者募集


6/10～参加者募集6/10～参加者募集


参加者募集中参加者募集中


参加者募集中参加者募集中


月6


月7


月8


月10


月9


月11


月12


月1


月2


月3
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平成25年度


　本会では、地域社会の皆さんの福祉向上をめざし、安心して暮らせる豊かな福祉社会の実現に向けて、
以下のような事業を推進してまいります。


・�市民総参加を基盤とした支会組織の
充実強化


・支会を対象にした災害時支援モデル
活動助成


●ふれあいのまちづくり推進事業


・指定訪問介護事業
・障害福祉サービス事業
・移動支援事業
・軽度生活援助事業
・育児支援家庭訪問事業
・�シルバーハウジング生活援助員派遣事業


●居宅介護等事業


・�ケアプランの作成
●居宅介護支援事業


・認知症高齢者・知的障害者・精神障
害者等への福祉サービスの利用援助
や、日常的金銭管理支援など


●日常生活自立支援事業


・生活福祉資金
・小口資金
　（くらし資金・生活資金・福祉金庫）


●資金貸付事業


・障害者等からの相談に応じ、福祉サー
ビスの利用に必要な情報の提供や、�
権利擁護のために必要な援助


●障害者相談支援センター事業


社会福祉協議会の主な事業内容


　「おもちゃ図書館」では、木のおもちゃ、手づくり
の布おもちゃ、外国製のおもちゃなど、子どもが喜
ぶおもちゃで自由に楽しく遊ぶことができます。　


対　　象	 市内在住で車椅子やストレッチャーのまま、移動が必要な方
利 用 料	 走行距離 10㎞まで 100 円。以降、10㎞までごとに 100 円加算
乗車定員	 いとう号、ふれあいヘルプ号：車椅子 1名除く定員 2名
	 たかし号：車椅子 2名またはストレッチャー 1名除く定員 6名
貸出期間	 原則 2日以内
貸出場所	 大和事務所（いとう号 1台・たかし号 1台）
	 尾西支部	（いとう号 2台）
	 木曽川支部	（ふれあいヘルプ号）


利用できる方 小学校入学前の子ども（保護者同伴）


無料利用料


開館日時 毎週火・水・金曜日
毎月第 2・第 4土曜日（障害児対象）
いずれも午前 10時〜午後 2時


場　　所 一宮市浅井町前野字西藪 34
（ふれあいセンタ−めぐみ内）
TEL ５２−０８０１


開館日時 毎週月・木・金曜日　　　　　　　　
毎月第 1・第 3土曜日（障害児対象）
いずれも午前 10時〜午後 2時


場　　所 一宮市丹陽町重吉字北屋敷 380
（ふれあいセンタ−なごみ内）
TEL ７６−１２６０


＊祝日および年末年始は休館です。


おもちゃ図書館


福祉車輌の貸出


《おもちゃの城》 《なかよし》


4日(火)～ 手話奉仕員養成研修(入門)
9日(日) 障害者とボランティアのふれあいバスツアー
14日(金)～ 傾聴ボランティア養成講座
30日(日)～ 福祉七夕笹設置


7日(日) 障害者スポーツ大会
24日(水)～ 青少年福祉体験学習
24日(水)～ 夏休みこども手話教室
28日(日)・8月4日(日) 防災ボランティアコーディネーター養成講座
 


20日(火)～ 要約筆記ボランティア講習会
23日(金)～25日(日) こどもボランティアスクール


未定 視覚障害者パソコン教室


未定 100歳以上高齢者慰問
未定 ふれあい・いきいきサロンリーダー養成研修会
19日(土)・20日(日) 第25回みんなと一緒に“福祉とボランティア活動展”
26日(土)・27日(日) 尾西福祉団体作品展示即売会(びさいまつり)
17日（木）・24日（木）・
11月7日（木） 


家族介護者支援交流事業


22日(金) 一宮市社会福祉大会


15日(日) 西尾張ボランティアフェスティバル
～25日(水) 障害児者クリスマス慰問
～年末 ひとり暮らし高齢者歳末慰問


未定 福祉ボランティアレクリエーション講習会　☆新規☆


未定 善行児童・生徒表彰式
未定 ボランティア入門講座
2日(日) ボランティア交流会　☆新規☆
23日(日) 障害者とボランティアのふれあいボウリング大会


未定 視覚障害者ガイドヘルプ養成講座


※予定が変更となる場合もありますので、
　あらかじめご了承ください年間行事予定表年間行事予定表


募集終了募集終了
募集終了募集終了


6/3～参加者募集6/3～参加者募集


6/3～参加者募集6/3～参加者募集


6/10～参加者募集6/10～参加者募集


参加者募集中参加者募集中


参加者募集中参加者募集中


月6


月7


月8


月10


月9


月11


月12


月1


月2


月3


いとう号（スロープ式） ふれあいヘルプ号（スロープ式）


たかし号（電動リフト式）





		02505

		02504
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ボランティア
ミーティングスペースの開設


社会福祉協議会大和事務所内にオープン
スペースを設置しました。ミーティング・交流
スペースとして自由にご活用いただけますの
でスタッフに声をお掛けください。


※ただし、定例会の開催など占有はご遠慮
　　いただき、譲り合ってご利用ください。


コピー・印刷料金について
・コピー（モノクロ）
　１枚10円（片面につき）
・印　刷（モノクロ）
　製版：１枚50円
　紙代：１枚  ２円（用紙持込の場合は不要）


一宮市社会福祉協議会では、児童養護施
設の入所児童が心身ともに穏やかに成長す
るための一環として、児童に一般家庭での
生活体験をしてもらおうと「家庭体験ボラ
ンティア事業」を実施しています。


この事業は、1週間程度施設の児童を預
かっていただき、児童に家庭の温かさを体
験してもらうものです。


実施期間は、５月のゴールデンウイー
ク、お盆、年末年始の年３回です。


ボランティアさんとしてご協力いただけ
る方は尾西支部（℡63－4800）まで


家庭体験
ボランティアさん募集！！


ボランティアセンター登録の皆様へお知らせ


　ボランティアセンターでは、皆様の善意を生かすために、ボランティア活動を希望される方が積極的に
参加できるように支援しています。ぜひボランティア登録をして、ボランティア活動に参加しましょう。


ボランティアの登録、斡旋
　地域住民の方にボランティアとして活動でき
る内容を登録していただき、ボランティア希望
者と受け入れ先の連絡調整をします。


ボランティア養成講座の開催
　地域福祉の重要な担い手として期待されるボ
ランティアの育成を図るため、各種ボランティア
養成講座を開催します。（開催講座は P5・7 参照）
　参加者募集などについては、本紙および広報
いちのみやにて掲載いたします。


ボランティアの啓発
　福祉フェスティバル「みんなと一緒に“福祉
とボランティア活動展”」を開催し、ボランテ
ィア活動に対する意識の高揚を図ります。


ボランティア保険の加入
　活動中における万一の事故に備えて、ボラン
ティア自身のケガの見舞金や
第三者に損害を与えた場合
の賠償金を補償する保険へ
の加入をすすめています。


声の広報の発行
　視覚障害者などを対象に、音声版（テープま
たはＣＤ）・点訳版の広報を作成し、自宅まで
送付しています。
ご希望の方はご連絡（℡ 85 － 7024）ください。
対象広報
広報いちのみや・健康ひろば・いちのみやの社
会福祉


ボランティアに関するお問合せがありましたら、ボランティアセンター（一宮市社会福祉協議会内）
までお気軽にご相談ください
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参加者募集


参加者募集


参加者募集


参加者募集


傾聴ボランティア養成講座


防災ボランティアコーディネーター養成講座


夏休みこども手話教室


こどもボランティアスクール～親子で被災地交流～


日 時 ６月１４日から６月２８日まで毎週金曜日 午後１時～４時（全３回）


会 場 一宮市社会福祉協議会　大和事務所　会議室


対 象 市内在住・在勤でボランティア活動に関心のある方


内　　 容 高齢者の気持ちに寄り添って、お話を聴くボランティアを養成する


定 員 ３０名（先着順）


受 講 料 無料


申 込 み ６月３日（月）午前９時から本部へ電話（℡ ８５－７０２４）


日　　 時 7 月２４日から 8 月２８日までの毎週水曜日　午後１時 30 分～ 3 時 30 分 ( 全 5 回 )　※8 月 14 日除く


会　　 場 一宮市高齢者生きがいセンター ( 木曽川町黒田字西沼 51)


対　　 象 市内在住の小学 4 年生から中学 3 年生まで


内　　 容
夏休みに聴覚障害者の方とふれあい、「聞こえない」とはどういう 
ことか考え、コミュニケーションの方法の１つである手話を学ぶ


定　　 員 20 名 ( 先着順 )


受 講 料 無料


申 込 み ６月３日 ( 月 ) 午前９時から木曽川支部へ電話（℡ ８７－２０００）


日　　 程
８月 23 日 ( 金 ) 県営名古屋空港出発 ( 午前 7 時 15 分発 ) ～
　　 25 日 ( 日 ) 県営名古屋空港到着 ( 午後 5 時 35 分着 ) の 2 泊 3 日


訪 問 先 岩手県大船渡市


対　　 象 市内小学校に通学する 5・6 年生とその保護者


内　　 容 被災体験を聞きながら現地小学校児童との交流と視察


定　　 員 10 組 20 名（抽選）　※1 家族 2 名まで


参 加 費 1 家族 30,000 円（宿泊費・旅費含む）


申 込 み 7 月 16 日（火）までに本部へ電話または FAX（℡ 85 － 7024　FAX 85 － 7025）


日　　 時 ７月２８日 ( 日 )・８月４日 ( 日 )　午前９時～午後５時（全２回）


会　　 場 一宮市社会福祉協議会　大和事務所　会議室


対　　 象 市内在住・在勤で防災に関心のある中学生以上の方


内　　 容 講演、図上演習、救急救命講習、地域支援本部立上げ訓練など


定　　 員 ４０名（先着順）


受 講 料 無料


申 込 み ６月１０日（月）午前９時から本部へ電話（℡ ８５－７０２４）
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　毎月第３水曜日13：３０～社会福祉協議会本部にて
車椅子教室を開催しております。
実際に車椅子に乗る体験や、車椅子の操作方法・
押し方のコツなどを説明します。
受講希望の方は上記日時に尾張一宮駅前ビル４階の
社会福祉協議会にお越しください。


（事前に予約いただいても構いません。）


◆車椅子の貸出
対　　象	 一時的に車椅子が必要な方
	 （介護保険等給付対象者除く）
利 用 料	 無料
貸出場所	 本部、尾西支部、木曽川支部、大和事務所


ぜひ、家族での話し合いをもたれる際などの
参考にしてみてください。愛知県防災局のＨＰ
からご覧になれます。


←家庭編・外出先編・地域防災編があります。


平成２５年３月に南海トラフ地震の被害想定が発表
され、最悪のケースで愛知県は死者２万３千人、建物
倒壊３８万８千棟、直接被害額３０兆７千億円にもの
ぼると予想されています。


ただし、ひとりひとりが地震に備えておくことで、
確実に被害を減らせます。そこで、備えを今から始め
るという方に必見なのが、愛知県より発行されている
『  』


車椅子教室開催中 !!


車椅子の貸出し


防災プチ情報


６月の開催日は 19 日♪お待ちしております！


防災マップ避難先
保存食


飲料水防災訓練
徒歩帰宅
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介護職員初任者研修


障害者スポーツ大会に参加しませんか？
　障害のある方が体力の維持、増強に努めてきた成
果を発揮し合い、スポーツを通じてお互いを理解し、
楽しい一時を過ごしていくスポーツ大会を開催します。
皆さん、一緒に楽しく運動して、心地よい汗をかき
ましょう！
日　　時　　7月7日（日）　午前10時～午後１時
会　　場　　木曽川体育館
対　　象　　市内在住の障害者・付添人
種　　目　　綱引き・玉入れ・大玉リレー・
　　　　　　車椅子競争・パン食い競争　他
参 加 料　　無料
申し込み　　6月10日（月）までに
　　　　　　本部（℡ 85－7024）へ


お知らせ


受講者募集


日本赤十字社一宮市地区の事務が社会福祉協議会内に移転しました。
ご来訪いただく方は、尾張一宮駅前ビル４階（社会福祉協議会内）へお越しください。


会場	 愛知きわみ看護短期大学
	 一宮市常願通５丁目４番１
受講料	 ５６，０００円（テキスト代込）
定　員	 ２０名（定員になり次第締め切り）
募集期間	 ５月２５日〜６月３０日
申込先	 株式会社デーエス
	 電話（℡２４－４８７３）による申込
主　催	 株式会社デーエス
協　力	 一宮市社会福祉協議会
問合せ	 ℡０５８６−２４－４８７３
ホームページ
http://www.ds-care.co.jp/service/helper.html


日程（全日程に出席できること）
月 土曜 日曜 月 土曜 日曜


7
6 7


9
1


14 8
20 28 29
27


10
5 6


8
4 12 13


10 11 27
31 11 9 10


23 24
12 1


＊ホームヘルパー２級研修相当


資格を取得しましょう！
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一宮市共同募金委員会


合計　2,511,304 円


浅井連区女性の会
いちい信用金庫宮西支店
一宮市グラウンド・ゴルフ協会
一宮市グラウンド・ゴルフ協会　尾西クラブ
一宮市職員労働組合
一宮市母子寡婦福祉会
一宮北部少年野球クラブ
エス・ビー建材（株）
起工業高等学校　生徒会
木曽川商工会女性部
きそ川すいせん会


岐阜信用金庫
グラウンドゴルフ葉栗若葉会
健康づくり
公益社団法人　中部日本書道会
金剛プラザ幼稚園　PTA
財団法人 浅井積徳会
ささゆり会
清水建設（株）　一宮地区職長会
高山　悟
チャーチル会一宮
尾西モラロジー事務所女性部


舟入町内会　A棟5班
ユニー（株）アピタ木曽川店
ユニー（株）ピアゴ伝法寺店
ユニー（株）ピアゴ尾西店
ユニー（株）ピアゴ妙興寺店
ユニー（株）ピアゴ大和店
"料理教室　男の料理･和の会･ 
 ニコニコ会･楽しいクッキング"
匿名　１０件


善意のご寄付ありがとうございました


東日本大震災義援金のお知らせ 


東日本大震災の義援金を一昨年3月よりお願いいたしておりましたが、皆様から温かいご協力をいただきまし
た。紙面をもって、心よりお礼申し上げます。


皆様からお預かりした義援金は、社会福祉法人　中央共同募金会に送金いたしました。使途については、関係
機関で構成された「義援金配分委員会」により被災者に配分されます。


なお、義援金の受付期間が平成26年3月31日まで延長されることになりました。被災地の一日も早い復興を心
からお祈りするとともに、今後も皆様のご協力をお願いいたします。


期　　間 金　　額
平成 24年 12月１日～平成 25年３月 31日  19,435 円
平成 23年３月 14日からの累計額  4,097,249 円 


～皆様からの温かいご支援ありがとうございます～


（敬称略・50音順）


平成 24年 12月1日〜平成 25年 3月31日


　「心配ごと相談」は民生児童委員、「法律相談」は弁護士が相談にあたります。
　心配ごとをもつ人なら誰でも、どんな問題でも相談ができ、相談内容等についてはすべて秘密です
のでお気軽にお出かけください。


日  　  時


毎月第 2･ 第 4水曜日
午後 1時〜 4時


事前に予約必要　TEL 61-5511
TEL 61 − 5511尾 西 庁 舎　 東 館 4 階


祝日の
場合は翌週


心
配
ご
と
相
談


法
律
相
談


会   　  場
毎週火・金曜日　午後 1時〜 4時
（第 1・第 3火曜日除く） 祝日の


場合は休み


尾張一宮駅前ビル４階 TEL 85 − 7024


尾 西 庁 舎　 東 館 4 階 TEL 63 − 4800


思 い や り 会 館　3 階 TEL 72 − 5052


毎週水曜日　午後 1 時〜 3 時


毎月第 1･ 第 3火曜日
午後 1時〜 4時


事前に予約必要　TEL 73-4363
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障害者総合支援法がスタートしました


障害者総合支援法によるサービス


障害者相談支援センターだより


平成25年４月から、これまでの障害者自立支援法が障害者総合支援法として生まれ変わりました。
　◎今回の改正ポイント　　　　　　　　　　　　
　・障害者の範囲（障害児も同様）に「難病等」が追加
　・地域生活支援事業の追加　　　　　　　　　　　
　　障害者の理解のための研修・啓発や、意思疎通支援を行う人の養成、派遣
　※平成26年４月からは、重度訪問介護の対象の拡大や、
　　ケアホームのグループホームへの統合なども予定されています。


対象：身体障害者・知的障害者・精神障害者・障害児・難病等


介 護 給 付


地域相談支援給付


◎お知らせ◎


訓練等給付


自立支援給付


障害者
障害児


自立支援医療


補　装　具


一宮市


　生活上または療養上必要な
介護を行います。


自立や就労につながる支援を行います。


　障害の種類や年齢により決められ
ていた医療費のしくみが１本化され、
原則１割の自己負担となります。
所得により負担金額の上限があります。


あすか ℡ ８１ー７２６０
ゆんたく ℡ ６４ー５８８２
いまいせ ℡ ４５ー１１２０
ピース ℡ ４６ー５００９
夢うさぎ ℡ ８６ー４００３
いちのみや ℡ ６２ー８６７８


　地域で安心して暮らすための
相談などの支援を行います。


一宮市や愛知県が、地域の実情に応じて様々な事業を行います。


障害者基幹相談支援センター(一宮市設置)が
業務を開始しました。　℡ ２６ー２２３０
障害者虐待の通報など総合相談を受付けています。


各障害者相談支援センター　まで　
 月～金　９：００～１７:００
 (祝日・年末年始を除く)


補装具の購入や修理の費用が支給されます。


■居宅介護（ホームヘルプ）
■重度訪問介護
■行動援護     ■同行援護
■短期入所（ショートステイ）
■重度障害者等包括支援
■療養介護     ■生活介護
■共同生活介護（ケアホーム）
■施設入所支援


■移動支援  ■地域活動支援センター  ■日中一時支援 など


■自立訓練   ■就労移行支援
■就労継続支援
■共同生活援助（グループホーム）


一 宮 市


地域生活支援事業


詳しくは…
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愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
児
童
・
生
徒
か
ら


677
編
の
福
祉
体
験
作
文


が
よ
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
県
内
で
25
の
優
秀
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
一
宮
市
か
ら
も
中
部
中
学
校
３
年
の
笹
村
扶
美
さ
ん
の
作
品


が
入
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
平
成
24
年
度
の
学
年
で
す
。
）


「
ず
っ
と
仲
良
し
、仲
良
し
ね
。」


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
で
の
利
用
者
さ
ん


に
言
わ
れ
た
こ
の
言
葉
が
自
分
に
と
っ


て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。


私
は
、少
し
で
も
多
く
の
障
が
い
者


の
こ
と
を
知
り
、困
っ
て
い
る
と
き
に
助


け
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
、福
祉
の
ボ


ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。


自
分
が
選
択
し
た
施
設
は
作
業
所
で


す
。障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
は
日
常


の
生
活
が
大
変
な
の
に
ど
う
や
っ
て
働


い
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
っ
た
か


ら
で
す
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ


る
の
か
な
。仕
事
に
つ
い
て
い
け
る
の
か


な
。そ
ん
な
疑
問
を
持
ち
な
が
ら
活
動


を
始
め
ま
し
た
。


活
動
を
始
め
る
前
に
、支
援
員
の
方


に「
会
話
が
大
切
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。


で
も
、い
ざ
会
話
し
よ
う
と
思
っ
て
も


初
め
は
ど
う
し
て
い
い
の
か
分
か
り
ま


せ
ん
で
し
た
。周
り
は
知
ら
な
い
人
ば


か
り
で
、自
分
よ
り
も
年
上
の
方
だ
か


ら
、失
礼
の
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は


い
け
な
い
。目
も
合
わ
せ
て
く
れ
な
い


人
も
い
る
か
ら
話
し
か
け
方
が
難
し


い
。結
局
私
は
最
初
の
時
間
、自
分
の


仕
事
に
だ
け
集
中
し
、黙
り
こ
ん
で
し


ま
い
ま
し
た
。も
う
い
や
だ
な
あ
、こ
れ


で
は
だ
め
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
。


で
も
、私
に
と
っ
て
こ
の
日
最
初
の
う


れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。


休
憩
時
間
、後
ろ
か
ら「
つ
ん
つ
ん
」


さ
れ
ま
し
た
。見
る
と
、三
人
の
利
用


者
さ
ん
が
に
こ
に
こ
し
て
い
ま
し
た
。


「
僕
の
名
前
は
〇
〇
で
す
。」「
好
き
な


芸
能
人
は
誰
？
」私
は
う
れ
し
さ
で
胸


が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、自


分
か
ら
話
さ
な
い
な
ん
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ


ア
を
し
に
来
た
意
味
が
な
い
と
胸
を
締


め
付
け
ら
れ
る
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。


そ
の
瞬
間
決
意
し
ま
し
た
。や
る
ぞ
！


そ
れ
か
ら
は
私
は
、利
用
者
さ
ん
の


お
仕
事
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
程
度
で
積


極
的
に
話
し
か
け
ま
し
た
。


テ
レ
ビ
番
組
の
話
、利
用
者
さ
ん
の


性
格
の
話
な
ど
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま


し
た
。ま
た
、あ
ま
り
会
話
の
で
き
な
い


方
で
も
、自
分
の
趣
味
に
熱
中
し
て
い


る
よ
う
で
し
た
。利
用
者
さ
ん
全
員
が


と
て
も
純
粋
で
朗
ら
か
で
し
た
。


そ
れ
だ
け
で
な
く
、他
に
も
利
用
者


さ
ん
の
良
い
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し


た
。楽
し
く
会
話
を
終
え
た
あ
と
、仕


事
に
と
り
か
か
る
と
き
の
切
り
換
え


が
早
い
し
、一
つ
一
つ
の
動
作
を
真
剣
に


行
っ
て
い
る
顔
が
と
て
も
輝
い
て
見
え


ま
し
た
。働
く
喜
び
や
豊
か
な
心
が
と


て
も
印
象
的
で
し
た
。


ま
た
掃
除
で
は
、鐘
と
と
も
に
全
員


一
斉
に
い
す
を
上
げ
て
す
ば
や
く
道
具


を
と
り
に
行
き
、休
憩
が
終
わ
り
作
業


時
間
が
始
ま
る
と
き
に
は
テ
レ
ビ
を


し
っ
か
り
消
し
て
い
ま
し
た
。仕
事
を


す
る
こ
と
に
対
す
る
責
任
の
大
切
さ
が


こ
う
い
う
所
で
身
に
付
い
て
い
る
の
だ


と
実
感
し
ま
し
た
。さ
ら
に
こ
の
と
き
、


自
分
が
普
段
学
校
へ
行
く
こ
と
が
仕
事


の
た
め
に
ど
れ
だ
け
大
切
な
の
か
を
教


え
て
く
れ
ま
し
た
。


こ
の
経
験
を
通
し
て
、私
の
福
祉
に


対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま


し
た
。世
間
で
、障
が
い
者
は
話
せ
な
い


し
何
も
で
き
な
い
哀
れ
な
人
達
だ
と
い


う
印
象
が
強
い
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し


た
。で
も
、私
が
働
か
せ
て
い
た
だ
い
た


施
設
の
方
は
、確
か
に
話
せ
な
い
人
も


い
た
け
れ
ど
、会
話
で
き
る
人
も
い
ま


し
た
。話
せ
な
い
人
で
も
自
分
に
合
っ


た
仕
事
に
専
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。で


す
か
ら
、働
く
こ
と
に
対
し
て
の
喜
び


が
身
に
し
み
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。ま


た
利
用
者
さ
ん
は
施
設
に
つ
い
て
何
も


分
か
ら
な
か
っ
た
私
に
、仕
事
の
内
容


を
説
明
し
、案
内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し


た
。そ
れ
に
、仕
事
の
内
容
は
自
分
に
で


き
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。


だ
か
ら
、一
人
一
人
み
ん
な
困
難
が


あ
る
こ
と
は
同
じ
な
ん
だ
、で
き
な
い


内
容
が
違
う
だ
け
な
ん
だ
と
実
感
し


ま
し
た
。障
が
い
を
持
っ
て
い
る
と
い
う


こ
と
で
特
別
扱
い
を
し
た
り
、当
た
り


前
の
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
込
ん
だ


り
す
る
こ
と
は
、障
が
い
者
の
人
達
や


そ
の
家
族
に
と
っ
て
傷
つ
く
行
為
だ
か


ら
、そ
の
人
達
の
立
場
に
な
っ
て
考
え


て
ほ
し
い
と
私
は
世
間
の
人
に
叫
び
た


い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。


今
回
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
さ
せ
て
い


た
だ
い
た
施
設
に
は
、障
が
い
を
持
っ
て


い
る
一
人
一
人
に
働
く
喜
び
や
豊
か
な


心
を
育
て
、自
立
し
て
い
く
意
欲
を
増


進
さ
せ
る
大
き
な
役
割
が
あ
る
こ
と
を


知
り
ま
し
た
。


私
は
、こ
の
世
界
中
の
す
べ
て
の
人


が
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
で
、一
人
一


人
が
快
適
な
生
活
を
保
つ
こ
と
が
で
き


る
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
で


す
。そ
の
た
め
に
、将
来
健
常
者
と
同
様


に
楽
し
く
会
話
を
し
、障
が
い
者
の
身


体
の
状
況
を
配
慮
し
た
生
活
習
慣
の


指
導
や
訓
練
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に


貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


「
新
し
く
学
ん
だ
こ
と
」


　
　
　
　


一
宮
市
立
中
部
中
学
校
３
年


笹さ
さ


村む
ら


扶ふ


美み


平
成
24
年
度 


福
祉
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
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　福祉善行児童・生徒表彰は、学校生活・社会生活において、児童・生徒として福祉活動、ボランティア 
活動に積極的に参加し、その活動を通して、明るいしあわせな地域社会づくりに寄与している児童・生徒を
表彰しています。
　今年で 56 回目を迎え、去る２月１日（金）尾西生涯学習センター 6 階大ホールで表彰式を行いました。


●被表彰者は、次の皆さんです（平成24年度の学校・学年です。）


平成24年度
福祉善行児童・生徒を表彰


学校名 氏　　名


北 部 和
わ


田
だ


　 桃
もも


佳
か


中 部 石
いし


川
かわ


　 慶
けい


一
いち


南 部 中
なか


島
じま


　 朋
とも


香
か


葉 栗 則
のり


武
たけ


　 歩
あゆ


佳
か


西 成 大
おお


塚
つか


　 　 穣
じょう


学校名 氏　　名


丹 陽 村
むら


上
かみ


　 孝
こう


一
いち


浅 井 林
はやし


本
もと


　 桃
もも


佳
か


北 方 石
いし


田
だ


　 充
みつ


弘
ひろ


大 和 服
はっ


部
とり


　 　 亮
りょう


今 伊 勢 伊
い


藤
とう


　菜
な


穂
ほ


美
み


学校名 氏　　名


奥 岩
いわ


崎
さき


　 崇
たか


彰
あき


萩 原 前
まえ


田
だ


　 直
なお


哉
や


千 秋 佐
さ


藤
とう


　 友
ゆ


紀
き


西成東部 厚
あつ


地
ち


　 俊
しゅん


哉
や


大 和 南 髙
たか


瀬
せ


　 智
とも


也
や


学校名 氏　　名


尾西第一 加
か


藤
とう


　 寿
じゅ


理
り


尾西第二 柴
しば


垣
がき


　 汐
しお


里
り


尾西第三 𠮷
よし


田
だ


　 海
かい


成
せい


木 曽 川 前
まえ


田
だ


　 康
こう


介
すけ


大 成 豊
とよ


田
だ


　 彩
あや


乃
の


学校名 氏　　名


宮 西 山
や ま


下
し た


　 恭
きょう


美
み


 


貴 船 丹
に


羽
わ


　 　 隼
はやと


神 山 門
かど


脇
わき


　 愛
まな


実
み


大 志 鵜
う


飼
かい


　 康
やす


江
え


向 山 笹
ささ


田
だ


　 純
じゅん


平
ぺい


葉 栗 水
みず


野
の


　 由
ゆ


惟
い


西 成 塩
しお


脇
わき


　亜
あ


未
み


里
り


瀬 部 水
みず


谷
たに


　 　 窓
そう


赤 見 串
くし


原
はら


　 　 怜
れい


浅 野 寳
ほう


﨑
さき


　 大
だい


悟
ご


丹 陽 石
いし


原
はら


　ひまり


学校名 氏　　名


丹 陽 西 間
ま


宮
みや


　有
ゆ


梨
り


奈
な


丹 陽 南 古
ふる


田
た


　 妃
ひ


咲
さき


浅 井 南 鹿
か


島
しま


　 明
あか


莉
り


浅 井 北 柴
しば


垣
がき


　 竜
りゅう


資
すけ


北 方 脇
わき


田
た


　 航
こう


平
へい


大 和 東 野
の


田
だ


　 祐
ゆう


将
すけ


大 和 西 藤
ふじ


岡
おか


　 咲
さ


希
き


今 伊 勢 平
ひら


山
やま


　 奈
な


央
お


奥 大
おお


橋
はし


　紗
さ


和
わ


菜
な


萩 原 松
まつ


井
い


　 優
ゆ


奈
な


中 島 松
まつ


野
の


　 光
きら


來
ぎ


学校名 氏　　名


千 秋 八
や


木
ぎ


　 莉
り


子
こ


千 秋 南 小
こ


島
じま


　 寛
ひろ


登
と


富 士 松
まつ


原
ばら


　 　 凜
りん


末 広 牧
まき


野
の


内
うち


　日
ひ


菜
な


西 成 東 福
ふく


田
た


　 翔
しょう


都
と


今伊勢西 小
こ


林
ばやし


　 春
はる


樹
き


葉 栗 北 長
なが


尾
お


　 龍
りゅう


也
や


大 和 南 風
かぜ


岡
おか


　 亮
あき


人
と


浅 井 中 水
みず


谷
たに


　 優
ゆう


伽
か


千 秋 東 川
かわ


富
とみ


　 彩
あや


音
ね


起 河
かわ


合
い


　 真
まさ


尚
なお


学校名 氏　　名


三 条 野
の


村
むら


　 楓
ふう


菜
な


小信中島 横
よこ


山
やま


　 太
た


一
いち


朝 日 東 森
もり


　 　 光
こう


紀
き


朝 日 西 野
の


口
ぐち


　 竜
たつ


也
や


開 明 杉
すぎ


山
やま


　 和
かず


也
や


大 徳 鈴
すず


木
き


　 颯
そう


介
すけ


黒 田 林
はやし


　 　 典
てん


樹
じゅ


木曽川西 加
か


納
のう


　うらら


木曽川東 後
ご


藤
とう


　 正
まさ


樹
き


＜小学校の部 42名＞（6年生）


小学校の部


＜中学校の部 20名＞（3年生）


中学校の部


（敬称略）


（敬称略）


〜おめでとうございます〜








15 2013（平成25年）6月　いちのみやの社会福祉


２０１０年の国勢調査によれば、６５歳以上で独り暮らしの人は、男性が１３８万人・女性が３４０万人と、
女性のほうが２０２万人多く、男性の約２．５倍だったそうです。このためどちらかといえば、高齢者の独
り暮らしは女性の問題と考えられていました。しかし、今後は男性の高齢単身世帯の大幅な増加が推定
されると警告しています。その理由の一因に、男性の生涯未婚率の上昇があり、今回の調査では前年比
２０．１％と急増し、今後も増加の傾向が予想されるといいます。したがって今後は男性の一人暮らしにつ
いても、十分な支援が必要になると結んでいます。


では、子供がいない高齢男性の独り暮らしの問題点は何なのでしょうか。まず考えられるのは高齢孤独
男性の孤立化と孤独死の増加です。「独りで家にこもり、誰とも会わず孤高のままに生きる」という人生
観を持つ人もありますが、現実はそんな美化されたものではありません。では、男性に限らず高齢者は
なぜ家にこもるのでしょうか。理由はいろいろありますが、最も簡単な理由は、家に独りでいることが最
も楽で疲れないからです。他人に会えば気配りしたり、相手に合わせて動かねばなりません。独りなら煩
わしさもなく、自分の好きなように暮らせるからです。


しかし、実はこれが一番の大問題で、人間の体は、楽をさせればさせるほど、早く弱り動かなくなると
いわれます。そして高齢になるほど、この変化が急速に進み、みるまに老いの進行が早いのです。家に
こもることは、まさしく自分で自分の体を弱らせていく、最悪の生き方であることを忘れないようにしたい
ものです。ある講座のディスカッションの場で、独居の男性の方が言った「孤独死だけはしたくない」と
いう切実な声が耳に残っています。まだまだ元気なあなたを社会は待っています。あなたしか出来ないこ
ともきっとあります。一歩外に踏み出して、ボランティア活動の仲間に入ってみませんか。少しでも、あ
なたの孤独感を和らげてくれると思います。一宮社会福祉協議会にあるボランティアセンターも相談にの
ってくれます。


最近、福祉関連の間で「プロボノ」という言葉をよく耳にします。プロボノとはラテン語で（PRO　
BONO 　PUBLICO）の略で、訳せば「公共の善のために」という意味のことです。超高齢社会を乗り
切るため「官・学・公・民（省庁・研究・自治体・NPO）」の協働体制により活発に活動が行われていま
す。また大手企業では「CSR（企業の社会的責任）」の一環として、新たにプロボノ組織を立ち上げまし
た。社会貢献に賛同する社員は、社内のプロボノに登録し、事務局の指示に従って、休日などを利用し
て NPO 支援に派遣されます。支援する業務は事業計画立案・業務改革・情報発信・IT 関連などと多彩
であり、どちらかといえば NPO の苦手なソフト面も支援します。これにより「官・学・公・民＋産（企業）」
の総合支援体制ができ、超高齢・少子化社会への対応が、更に向上するものと期待されます。４月には、
県内の大手企業の社会貢献担当者らにより「中部プロボノセンター」が設立され、企業担当者間の連携
プロジェクトチームの形成で、より効率の高い支援活動が展開されることでしょう。
（註）CSR＝Corporate Social Responsibility= 企業の社会的責任
　　　　　   ( コーポレート  ソーシヤル  レスポンシビリティ−)


～社会はまだまだ元気な
　あなたを待っています～


「プロボノ」って何のこと？
ひとことひとことひとこと
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●担当編集ボランティア／森　勝己、築城基裕、日置雅夫


皆様こんにちは。今回も私の父の介護生活レポートを通して、同じような悩みをもつ皆様方の何かのヒン
トになればうれしく思います。


実は何と！前号（2013・2 月号）のレポート後、ある地元の特別養護老人施設から「空きがでるかもしれない」
との連絡があり、その後の施設との面談、諸々の審査を重ねた上で入所の決定がなされ、現在父は施設で
生活をさせて頂いております。実はその一週間後に別の施設からも入所可能な連絡がありましたが、最初に
お話し頂いた所が私の家からも一番近く、親身な雰囲気も感じたためそちらにお世話になることにしました。


（若干料金は高めですが‥）10 カ所程へ入所申込みをしてから約 1 年。自分としては意外と早く入れ、ラ
ッキーだったと感じております。


父が自宅で倒れ、そのまま入院してから約１年。「要介護 4」で自分で立ち上がれないような状態ではあり
ますが、やっと？それなりに体調も安定し、食欲も旺盛で、（食事が唯一の楽しみになっています）何とか施
設での生活を過ごせる状況になりました。持病の「肝硬変」や「骨粗しょう症」も施設のバランスのとれた
食事と丁寧なケアのおかげで今のところ悪化することなく、何とか穏やかに生活することができています。


約 1 年の入院生活で面倒をみていただきました看護師さん等、病院のスタッフの方々には大変良くしてい
ただきまして本当に感謝しております。また、現在暮らす施設のスタッフの方々にも今後とも本当にお世話に
なります。父、私の家族、そして関わる方すべての皆様に支えられて日々穏やかに暮らすことができており
ます。本当に幸せだと感じております。人生足るを知り、この先も一日一日を自分なりに楽しくおおらかに生
きていこうと思います。では皆様、お体、お心をご自愛されお過ごしください。ではまた逢う日まで。


東日本大震災の被災者のために、傾聴ボランティアをしている団体があります。傾聴ボランティア「み
みの木」です。一宮市社会福祉協議会の要請を受けて、岩手県大船渡市の仮設入居者のために、心のケ
アを行いました。平成 24 年の 4 月から 11 月の毎月、3 泊 4 日で出かけ、多くの感謝の言葉を頂けました。
「みみの木」は、一宮地区の高齢者のために介護事業では充分でない心のケアを行っています。早川一


枝代表に傾聴のコツを聞きました。
「施設活動は職員さんの不足を補っているわけではありません。職員さんは一生懸命励んでおられます


が時間の制約もあります。職員さんの利用者に対する思いやりがあるから私たちは活動させて頂いてい
ます」「私たちは、高齢者の話を最後まで根気よく聞きます。この活動は、一人の人間として相手を受け
入れ（受容）、共感しながら聞く『関わり活動』です。元気になって頂けるよう優しく丁寧に関わります」


当団体は、会員が 93 名です。活動の柱は３つあり、①介護施設や個人宅での傾聴、②スキルアップ
のための研修、③他団体との交流です。


メンバーは、3 人から 10 人の 12 グループに分かれ、17 の介護施設を訪問しています。１施設当た
り月に 2 回程度です。個人宅へは包括支援センターやケアマネージャーと連絡をとりながら、10 数軒
の家を訪問しています。利用者の年齢は 70 代から 80 代です。


これからの時代、高齢者が増えると予測されています。当団体の活動は地域社会に必要であり、心か
ら応援したいと思います。


「介護と暮らし」実録体験レポート10（最終回）


高齢者の心のサポートをしたい
～傾聴ボランティア「みみの木」～


～人生　足るを知る～
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木曽川支部
〒493-0001　一宮市木曽川町黒田字西沼51番地
（一宮市高齢者生きがいセンター内）
TEL	〈0586〉87−2000
FAX	〈0586〉86−0309
TEL	〈0586〉84−2870 （ヘルパー）
FAX	〈0586〉84−2860 （ヘルパー）


尾西支部
〒494-8601　一宮市東五城字備前12番地
（一宮市役所尾西庁舎東館4Ｆ）
TEL	〈0586〉63−4800
FAX	〈0586〉61−2970
TEL	〈0586〉63−4801 （ヘルパー）
FAX	〈0586〉63−4802 （ヘルパー）


大和事務所 介護事業課
〒491-0847　一宮市大和町宮地花池字中道9番地16
TEL	〈0586〉24−2995 （ヘルパー）
TEL	〈0586〉24−2996 （ケアマネジャー）
FAX	〈0586〉72−5022 （共通）


社会福祉法人  一宮市社会福祉協議会


〒491-0858　一宮市栄3丁目1番2号
（尾張一宮駅前ビル4階）
TEL	〈0586〉85−7024
FAX	〈0586〉85−7025


本部 総務課


写真による


事業報告事業報告


家族介護者交流事業 ふれあいボウリング大会


ボランティア入門講座


社会福祉協議会本部は平成 24 年 11 月に何というビルに移転したでしょう？


○○○○○○ビル「 - ビル」（漢字 6 文字）


視覚障害者ガイドヘルプ講習会 車イスガイドヘルプ講習会


抽選で 5 名の方に図書カード（500 円分）をプレゼントします！
クイズの答えと本紙に対するご意見・ご感想、および住所・氏名・年齢を明記の上、ハガキにてご応募
ください。【6 月 28 日（金）必着】当選者には発送をもってかえさせていただきます。
〒 491 ー 0858　一宮市栄 3 丁目 1 番 2 号 尾張一宮駅前ビル 4 階「いちのみやの社会福祉」編集係　あて 





